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こんな子いますよね

支援員の対応策

①お店ごっこのようにして指導員が
店員役、子どもがお客さん役に分か

れる。それ

からお買い物メモに沿って、「りん
ご」や「えんぴつ」などを取りに行

くことを

くり返すことで、ひらがなを読める
ようになった。

②保護者にも協力してもらい 50音
を言えるように練習してもらった。

くり返し練

習することで、文字を見て読み方を
思い出すまでの時間が短縮されてい

った。

③文字の形を認識できるように、粘土
を使ってひらがなを作っている。ひ

らがなカー

ドでは「しんどいなぁ……」という
ような反応をする子どもも、粘土で

は楽しく

取り組めている。

④子どもと一緒に、モールやジオボー
ド（＊1）などでひらがなの形を作っ

て楽しむ。

⑤同じようにひらがなが苦手と言っ
ても、「書くのが苦手」「読むのが苦

手」など子

どもによっていろいろある。どこが
苦手なのかを把握して、その子ども

に合った

方法で支援する。

⑥興味や関心がないものに対しては
、余計覚えにくさもあるかと思う。

子どもの好

きな物、キャラクターと関連づけて
ひらがなの習得につなげていくよう

にしてい

る。まずは少しでも興味をもっても
らうことが大事。

⑦ひらがなを書くことに集中するよ
りも、子どもの語彙力を高めること

を優先して、

好きなキャラクターなどを用いて、
かるたやパズル、ゲームなど遊びと

して覚え

るような工夫をしている。

⑧マス目に合わせて書いた文字を子
どもに示す。それを見て、一画目の

場所を意識

しながら書くように練習する。

⑨文字をどこから書くのかを点など
で示して、書き方を「すうっと」「

かっくん」

など短い言葉で教える。

⑩読むことが難しいか、書くことが
難しいか、成長の様子によって対応

が変わるの

で、どちらが苦手か把握する。

66 ひらがなの読み書きが

苦手な子への教え方

（1）ひらがなに興味や親しみを
持ってもらう

ひらがなの読み書きをする前に、まずは
文字に対して興味をもってもらう。

（2）ひらがなのどこが苦手か見
つける

ひらがなの、「書くこと」または「読む
こと」のどちらが苦手か把握して対応

を変える必要

がある。

（3）書くのが苦手な場合の対応

ひらがなを書くのが難しい場合に、粘土
やジオボードを使う。

（4）読むのが苦手な場合の対応

ひらがなを読むのが難しい場合に、買い
物ゲームや子どもの好きなキャラクター

を用いる。
（髙本聖吾）

対応策のポイント

ジオボード（＊1）

□□□□■□□□□■

□□□□■□□□□■

★�日常会話は上手にできるのに、ひ
らがなで文字を書くことが苦手で、

字を書く場面になると取り

組むことをいやがる、または文字に
対して興味が持てない子。
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6 ひらがなの読み書きが苦手な子への
教え方
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